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特定非営利活動法人 いずみ
☆いずみ作業所☆就労定着支援いずみ
横須賀市長井１－１８－５６
TEL＆FAX ０４６－８５６－７０７４

☆アトリエかもめ
横須賀市ハイランド４－５０－８
TEL&FAX ０４６－８４８－７０２３

被災された皆様に心よりお見舞い申し上げます～今、改めて考える私たちの防災と備え～
暦の上では秋の気配が感じられる頃となりましたが、皆様いかがお過ごしでしょうか。 

先般発生いたしました熊本地震、そして千葉県や北陸地方では記録的な大雨による洪水など
各地で甚大な被害がもたらされました。被災された皆様に、職員一同、心よりお見舞い申し
上げます。一日も早い復興と、皆様の平穏な日常が戻りますよう、心よりお祈り申し上げま
す。
災害は、いつ、どこで起きてもおかしくない 
テレビやニュースで伝えられる被災地の映像を見るたび、自然の猛威の恐ろしさと、日常

がいかに尊いものであるかを痛感させられます。いつ、どこで大きな災害が起きてもおかし
くない現実を前に、私たちは改めて「命を守る備え」に向き合わなければなりません。
「自助・共助・公助」のつながりを振り返る 
以前の広報紙でも触れましたが、災害時に自分の身を守るためには、大きく分けて3つの

力が必要とされます。
・自助（自分自身の身を自分で守る）
・共助（地域や身近な人たちで助け合う）
・公助（行政や公的機関による救助・支援）
災害の混乱の中では、行政による「公助」がすぐに行き届かない時間帯が必ず生じます。だ
からこそ、まず自分自身の備えをする「自助」と、日頃から地域や事業所で顔の見える関係
を築き、声を掛け合う「共助」の力が命を救う鍵となります。
 今、私たちにできる日頃の備えと心がけ 
大きな災害をニュースで知るたびに「何か備えなければ」と思いつつ、日々の忙しさの中

で後回しになってしまうことはありませんか？ ぜひこの機会に、以下のポイントをもう一度
見直してみましょう。
非常用持ち出し品や備蓄の確認: 水や食料、常備薬などの期限や中身を定期的にチェックする。
避難場所・連絡方法の確認: 万が一の際に、家族や事業所の仲間とどこで落ち合うか、連絡
をどう取るかを再確認する。
日頃の声かけという「共助」: 近隣の方々や日頃支え合っている仲間と挨拶を交わし、いざ
という時に助け合える関係を日頃から育んでおく。
当法人においても、利用者の皆様の安全を守り、いざという時に迅速に対応できるよう、防災

体制や日々の支援のあり方を見直してまいります。 自然の脅威を前に無力さを感じることもあり
ますが、私たちが培ってきた「地域とのつながり」や「人と人との支え合い（共助の心）」こそ
が、最大の防災力であると信じています。 季節の変わり目、皆様におかれましてもどうかお体に
気をつけてお過ごしください。 新田 統之

資源回収にご協力ありがとうございます。
アルミ缶も従来どおり回収します。
７月度の回収量   19,902kg、回収奨励金  ¥79,500
８月度の回収量   3,262kg、回収奨励金  ¥13,000

雨天でも行います。ただし、台風、大風、積雪の時は中止します。
回収品は０９：００までに道端にお出しください。雨天の時は布類は引き取れません。
種類ごとに別々の車で回収しています。あと出しは回収漏れとなります。

良く見えるように、門外にお出しください。
回収対象品の種類のお知らせとお願い

☆古紙類・新聞、雑誌、段ボール、紙パック、その他の紙に分類してください。

☆布 類・ぼろ布、古着、毛糸 雨天の時は衣類を出さないでください！！

☆金 属・缶 従来通りアルミ缶を透明袋に入れてお出しください。

スプレー缶は回収いたしません。
横須賀市の指針に従って「缶ごみ」に出してください。

 ・鉄製品 自転車（タイヤを外す）、門扉、フェンス、側溝の蓋

 解体したスチール製の物置、ミシン、編み機
  (ポット、ジャー、レンジ、ストーブ、三輪車は対象外です)

(プラスチックの組み込まれた品物は対象外です)
     ・アルミ製品 鍋、釜、サッシュ、門扉など
     ・銅製品 銅パイプ、銅チューブ、銅板、水道の蛇口など
     ・電線 家庭用屋内配線（F1ケーブル）など

バザー用品 長らくバザー、フリーマーケットを開催していましたがコロ
ナ禍で中断しました。熟考した結果、再開は難しいと判断致
しました。ご協力くださいました皆様に感謝致します。
２０２４年９月の資源回収よりバザー品の回収は行いません。
ご注意ください。

☆その他・こでん、希少金属含有物

連絡先：いずみ作業所：856-7074    アトリエかもめ：848-7023

(株)アサヒリソース TEL 847-1366 FAX 848-0366 

こでん（使用済小型家電）について
世界的な環境規制強化により廃プラスチックの処分が困難になりました。
したがって、従来回収対象としていたものを変更せざるを得なくなりました。

当面、こでん回収対象品は次のものに限らせていただきます。
DVDプレーヤー、携帯電話、スマホ、ハードディスク、基板
家電リサイクル対象物は出さないでください。
（エアコン、テレビ、冷蔵庫、洗濯機。これらはリサイクル券が必要です）

８月～９月 いずみ作業所の畑だより
少しずつ秋風を感じる季節になりました。残暑に負けないよう水分補給をしっかりし、体
調に気を配りながら、メンバーは今日も畑作業を頑張っています！
強い日差し、高温多湿による病気や害虫の発生の影響で、夏野菜の主力となっているキュ
ウリ・ナスの収穫量が下がり、いずみの畑は大変です。シシトウ・モロヘイヤ・ピーマン
（に関連する品種）など、去年に比べて生育する野菜の種類を増やしたことで、量は少ない
ながらも多少は賑やかになっています。遅れて播種したツル有りインゲンが育ってきまし
た！収穫が待ち遠しいです。 【畑だより筆者：畑従事利用者S.Iさん】植山、新田武志

回収日 ７月度 ８月度 ９月度 １０月度

森崎地区 第２金曜日 3,762.5kg 3,262kg 9月11日 10月 9日

ハイランド第３土曜日 16,139.5kg 未開催 9月19日 10月17日
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〈９月・１０月の予定〉
・  9/11 資源回収 森崎地区    （AM９：００～）
・  9/19 資源回収 ハイランド地区   （AM９：００～）
・10/  9 資源回収    森崎地区 （AM９：００～）
・10/17 資源回収 ハイランド地区   （AM９：００～）

いずみ作業所 アトリエかもめ
（☆印は同一行事です）              （☆印は同一行事です）
・9/1 意見交換会
・9/1.15.24.29 音楽の日
・9/2.16 パソコン
・9/4 クラブ活動
・9/4.18 バイタルチェック
・9/8 本人部会
・9/9      横須賀市リズム体操教室
・9/11 森崎地区資源回収
・9/13 防災訓練

・9/3 プール
・9/7.14.28 公園散歩
・9/11.25 こでん搬出入
・9/11.25 バイタルチェック 
・9/16 音楽教室
☆9/19 ハイランド地区資源回収
☆9/30     リズム体操

 

バザー用品
長らくバザー、フリーマーケット
を開催しておりましたがコロナ禍
より中止しておりました。熟考し
た結果、再開は難しいと判断致し
ました。ご協力くださいました皆
様に感謝致します。２０２４年９
月の資源回収よりバザー品の回収
は行いません。 ご注意ください。

有難うございました
（特非いずみ）
・（株）アサヒリソース様

いずみ作業所
・櫻井様（小田原市）

アトリエかもめ
・作業ボラ様
・音楽ボラ様
・柴田様（長沢）
・伊藤様（長沢）
・島崎様（大矢部）

賛助会員を募っています
　任意団体「いずみ会」を発展的に解散し、

平成26年4月1日付で特定非営利活動法人

いずみとして活動開始しました。

（特非）いずみは障害者の日常生活支援、

個々の能力に応じた働く場、一般市民との

交流の場を提供するとともに、一般市民に

対して障害者福祉に関する啓発活動を行い

障害者が地域の一員として暮らしてゆける

豊かな社会の実現に寄与することを目的と

しています。

この目的達成のため、障害福祉サービス

事業の指定を受け、生活介護事業所としての

「いずみ作業所」「アトリエかもめ」を開設し

ました。（「自主訓練会」は解散しました。）

地域の皆様との交流を深めるため従来より

資源回収のご協力をお願いしていますが、

賛助会員になって頂きたくお願い致します。

会費　　一口　1,000円（何口でも可）

会費は郵便振替又は作業所にお持ちください。

振替口座名義：特定非営利活動法人いずみ
口座番号：００２００－６－１０２２１３
従来の「いずみ会」の番号から変わりました。

HP　　「特非　いずみ」　検索
https://www.yokosuka-izumi.com/

～かもめだより～
少しずつ秋の足音が聞こえてきました。
９月に入り、まだまだ残暑が続いていますが、少しずつ秋の訪れを感じ
る季節となりました。
日頃より地域の皆さまには、私たちの活動を温かく見守っていただき、
ありがとうございます。かもめの皆さんも毎日の暑さの中、アルミ缶回
収・アルミ缶潰し作業を頑張っていました。もちろん、熱中症対策も万
全にし、個人でも冷却タオルやネッククーラーなどを使い気を付けてい
ました。その甲斐あってか、皆さん元気で体調も崩さず過ごされていま
した。
月に２回ほど行っている、花の国のプールを楽しみにしており、プール
の日は活き活きとして、いざプールに入ると足をバタバタさせ水しぶき
を上げながら、「きゃーきゃー」と騒いだりしています。
残り４ヶ月ほどとなりましたが、下半期もかもめは突っ走っていきます。

アトリエかもめ支援員記
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～毎年恒例のスイカ割り～
～今年も恒例行事のスイカ割りがやってきた～
真夏の暑い時期、大きなスイカをみんなで目隠しをしながら手を叩く音や声掛け

だけを頼りにスイカめがけて割る様子を皆が想像しながら楽しみに話していました。

長井３丁目にあるスイカ農園さんの大きなスイカ！

皆が楽しみにしていたスイカ割りでは「左右どっちだっけ」と言いながら地面を叩
き悔しがる人や、手を叩く音、声援をもとに“そろり”そろり“と歩いて確実に割ろうと
していたが地面を叩いてしまい「手がしびれる～」と痛がりながらも悔しがるI、Sさん。

スイカ割りを楽しんだ後は・・・

Tシャツが赤くなる程夢中にスイカを頬張る人、割れなくて悔しい思いをしながら
もスイカを食べると笑顔になり美味しいと話して楽しんでいる姿がありました。

一年に一回、この恒例行事を楽しみにしている人達が多く「来年はちゃんと割れる
ように頑張るね」「また甘くて大きいスイカ皆で食べようね」「割れなかったけど今度
は割りたいよ」等、スイカ割りに意欲的な声が多く聞こえました。

猛暑日から酷暑日の天候が続いている昨今、段々と暑さと日差しが体に蓄積する
頃に、スイカを食べて疲労回復・夏場の水分補給を来年もお楽しみに！

いずみ作業所支援員記
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